






C O N T E N T S

私は、小学生の頃からファンタジーとミステリー小説が大好きです。学校の図書館で出会ったコナン・ドイル
の「シャーロック・ホームズ」やモーリス・ルブランの「アルセーヌ・ルパン」シリーズ、ミヒャエル・エンデ
の「はてしない物語」や「モモ」、トールキンの「指輪物語」などを時間のたつのも忘れて読み耽っていました。
それは、年を重ねた現在も続いており、面白い本に出合うと寝る時間も惜しくなってしまいます。
今回ご紹介する「鹿の王」は、文化人類学者でもある上橋菜穂子さんの作品で、昨年私がうっかり朝を迎えた

ファンタジー小説です。ファンタジー小説となると毛嫌いする方もいると思いますが、この作品は感染や免疫を
学べる医学書でもあり、バイオテロ、環境破壊、戦争を描く社会学書でもあり、生きること、死ぬことを考える
哲学書でもあります。
主人公は二人、戦いの末に家族と仲間を失い孤独な奴隷となった中年男のヴァンと研究熱心な天才医術師の

ホッサルです。山犬に噛まれることで感染する黒狼熱という恐ろしい謎の病を中心に話は進み、そこには支配す
るものとされるものの様々な思惑が入り乱れています。免疫を得ていたために生存できたユナを拾い子として育
てるヴァンは、家族を得て、仲間を得て、生きる意味（それは死の意味にもなるのですが）を見出していきます。
ホッサルも黒狼熱の治療法を探すべく奔走します。一見、敵と味方、善と悪、生と死などが描かれているのです
が、それは対立するものではなく、物語を通して語られるのは共生です。
本には「自ら死に、消える部分があって、はじめて、身体は、いまこの身体の形を成している。生きることだ

けでなく、死ぬこともまた、生き物の身体には、その生のはじめから仕込まれている。」とあります。また、
「ひとつの個体に見えるけど、実際にはびっくりするほど小さな命がこの身体の中に生きていて、私たちを生か
しながら、自分たちも生きていて．．．病んだり老いたりして死んでいくと土に還ったり、他の生き物の中に
入ったりして命を繋いでいく。」ともあります。
普段はあまり考えないことですが、皮膚や腸の中には常在菌がおり、実はその菌のおかげで身体が守られ、

日々私たちの身体の中でもプログラムされた細胞死（アポトーシス）が起こっています。世界という大きな視点
で考えた時も、身体の中と同じように、何かを生かすために何かが無くなっています。細胞というミクロ的視点
と、環境や世界というマクロ的な視点がつながり、連綿と続く生命を形作るということは、大変興味深いことで
す。さて、本書のタイトルである「鹿の王」とは、何のことでしょう？気になった方は、是非読んでみてくださ
いね。
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